
� はじめに
当所では，「徳島県感染症発生動向調査実施要綱」に基づ

く徳島県感染症情報センターとして，徳島県における感染症

の発生情報の収集，解析を行っている。解析した情報は週報

や月報として医療機関や県民等に還元し，感染症の拡大防止

や公衆衛生の向上に努めている。

今回，平成２２年１月から１２月までの患者発生状況について

まとめたので報告する。

� 方法
感染症発生動向調査における患者届出対象疾患は，「感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」によ

り指定されている一類から五類感染症，新型インフルエンザ

等感染症の全数把握対象疾患の７６疾患，指定届出機関から届

出を受ける定点把握対象疾患の２５疾患とした。

感染症の発生情報は，定点把握対象疾患のうち，内科，小

児科，眼科及び基幹定点週報分は，月曜日から日曜日までを

１週単位で，性感染症定点及び基幹定点月報分は月単位で集

計解析を行った。

� 結果及び考察
１ 全数把握対象疾患の届出状況（表１）

� 一類感染症

一類感染症の届出はなかった。

� 二類感染症

二類感染症は，結核１８８件の届出があり，月別の届出

数は１０～２１件で推移した。年齢層別では，３～９２歳から

届出があったが，６０歳以上が約７割を占め，年齢が高く

なるにつれて届出が多くなる傾向が見られた。症状別で

は，患者（死亡（疑い）例も含む）が１５７件，疑似症患

者が５件，無症状病原体保有者が２６件あった。

� 三類感染症

① 細菌性赤痢

細菌性赤痢は８月に１件の届出があった。原因菌は

Shigella sonnei であり，感染地はバングラデシュと推

定された。

② 腸管出血性大腸菌感染症

腸管出血性大腸菌感染症は２７件の届出があった。過

去５年間では集団発生があった平成１８年（４９件）に次

いで多く，その他の年は１３～１９件の届出数で推移して

いる。届出時期は１１月がもっとも多く，次いで６月～

８月の夏場に多く発生する傾向が見られた。症状別で

は，患者が１９件，無症状病原体保有者が８件であっ

た。
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表１ 全数把握対象疾患の届出数

類型 疾病名 平成２２年 前年

二類 結核 １８８ １９８

三類
細菌性赤痢 １ ０

腸管出血性大腸菌感染症 ２７ １８

四類

A型肝炎 ４ １

つつが虫病 １ ３

デング熱 ２ ０

日本紅斑熱 ５ ３

レジオネラ症 ２ ０

五類

アメーバ赤痢 ３ ５

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 ３ ０

後天性免疫不全症候群 ９ ４

ジアルジア症 １ ０

梅毒 ３ ２

破傷風 ５ １
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年齢層別では３０歳代の届出が最も多かったが，「患

者」としての届出は５歳未満が最も多かった。重症の

合併症である「HUS（溶血性尿毒症症候群）」は報告

されていない。型別は「O１５７VT１VT２」が１８件，「O

１５７ VT２」が５件，「O２６VT１」が４件であった。感

染経路や感染源は不明な例が多いが，無症状病原体保

有者は患者である子や孫との接触による感染が推定さ

れる例があり，二次感染予防について啓発が必要であ

る。

� 四類感染症

① A型肝炎

A型肝炎は３月に４件の届出があった。この４件

は同一家族で，カキの喫食による感染が疑われたが感

染経路や感染源の特定には至っていない。

② つつが虫病

つつが虫病は１月に１件の届出があった。過去５年

間は０～３件で推移している。年齢層は６０歳代で，県

内で感染したと推定された。

③ デング熱

デング熱は４月，８月に２件の届出があり，推定感

染地は海外（インドネシア，タイ）であった。過去の

発生状況は平成１４年に１件届出があったが，それ以降

は届出がなかった。

④ 日本紅斑熱

日本紅斑熱は５件の届出があった。報告月は４～６

月，９月，１１月で多く発生する時期とされている春先

から秋であった。年齢層はすべて４０歳代以上，県内で

マダニ等に刺咬され感染したと推定された。

⑤ レジオネラ症

レジオネラ症は７月，１１月に２件の届出（６０歳代及

び９０歳代）があり，病型は共に「肺炎型」であった。

感染経路は不明であるが，推定感染地は県内であった。

� 五類感染症

① アメーバ赤痢

アメーバ赤痢は３件の届出があり，年齢層は１０歳未

満，３０歳代，４０歳代であった。１０歳未満の事例はフィ

リピンでの経口感染と推定された。その他２件は国内

感染であるが感染経路は不明だった。

② 劇症型溶血性レンサ球菌感染症

劇症型溶血性レンサ球菌感染症は３件の届出があっ

た。病原体は，いずれも A群溶血性レンサ球菌であっ

た。年齢層は５０歳代２件，８０歳代１件であった。過去

５年間では平成１９年，２０年に各１件の届出があった。

③ 後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群は９件の届出があり，過去５

年間（０～４件／年）と比較して増加した。年齢は２０～

５０歳代，性別はすべて男性，病型は「AIDS」４件と

「無症候性キャリア」５件であった。感染経路は国内

または海外（国名不明）における性的接触と推定され

た。

④ ジアルジア症

ジアルジア症は，６月に１件の届出があった。年齢

層は３０歳代，エチオピア滞在中に経口感染したと推定

された。

⑤ 梅毒

梅毒は３件の届出があった。患者は３０歳代及び６０歳

代の男性で，病型は「早期顕症梅毒」Ⅰ期１件，Ⅱ期

２件であった。推定感染経路は国内における性的接触

であった。

⑥ 破傷風

破傷風は５件の届出があった。年齢層は５０歳代２

件，７０歳代３件で，推定感染経路は，創傷感染であっ

た。過去５年間の発生状況は，５０歳代以上の年齢層か

ら年間０～３件で推移している。

２ 定点把握対象疾患の動向（表２）

� インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフル

エンザ等感染症を除く）

年間報告数は１，４６７件で，インフルエンザ（AH１pdm）

が流行した前年（２１，９８３件）より大きく減少し，過去５

年間で最も少ない報告数であった。前年は１１月末にピー

クとなる例年より早い時期に流行が見られたが，本年は

例年と同様に冬季流行となっている。このため，大きな

流行が本年には含まれず，その結果年間報告数が減少し

た。本年の前期（平成２１年／平成２２年）は，前年の流行

（ピーク第４９週：４９．６８件／定点）が減少傾向となった時

期を受け始まったため，９．１８件／定点以下で推移した。

後期（平成２２年／平成２３年）は，前年流行が見られた１２

月に入っても報告数は１件／定点以下で推移し流行は見

られなかった。年齢層別報告数は，４歳以下２０．１％，５～

９歳２１．１％，１０～１４歳１４．９％，１５～１９歳７．８％，２０歳以上

３６％であった。前年と比較して５～９歳の割合が減少

し，２０歳以上の割合が増加した。

� RSウイルス感染症

年間報告数は１，６０４件であり，前年（３９８件）の約４倍

に増加し，過去５年間で最も多くなった。前期流行（平

成２１年／平成２２年）は，前年第５０週頃から増加し，本年

第６週にピークとなった後，春に向かってしだいに減少

した。後期流行（平成２２年／平成２３年）では，１１月下旬

（第４７週頃）より増加傾向となり流行し始め，例年同様

に冬季に多く発生している。年齢層別報告数では，０歳
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表２ 内科，小児科，眼科定点報告対象疾患の週別報告数

週 期 間
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１ １／４～ ３４９ ５５ ７ ２２７ ３６ １ １１ １３ １ １

２ １／１１～ ２５４ ６３ １ ３９ ３２４ ２３ １８ ８ １ １

３ １／１８～ ２８８ １３２ ６ １６ ４０３ ２０ １４ ２ １０ ２

４ １／２５～ １７３ １５５ ４ １４ ３８３ １５ ９ ４ １４

５ ２／１～ ７７ １５１ ４ １１ ３３７ １６ ８ ２ １２

６ ２／８～ ４６ １６２ ７ １５ ２７４ １３ ５ １１

７ ２／１５～ ４２ １３７ ６ １２ ２６７ ３５ ９ １ １８

８ ２／２２～ ３４ ９４ ２ ７ ２４３ ２４ １０ ５

９ ３／１～ ３０ ７７ ２ １２ ２０８ ２６ １４ ２ ３０

１０ ３／８～ １４ ６７ ４ １３ １７２ ２０ １ １５ １ ３５ １

１１ ３／１５～ ８ ２９ ３ １２ １７０ ２２ ９ ２ ２０ １

１２ ３／２２～ ５ １４ ２ １２ １６４ １０ １２ ７ ３３

１３ ３／２９～ ３ １６ １ １３ １５６ ２４ ２ １０ １ １ ２５

１４ ４／５～ ７ １０ １１ １５３ １７ ２ ３ ２０ ４ ２１

１５ ４／１２～ １１ ７ １ ５ １３７ ２０ １ ２６ ６ １４ １

１６ ４／１９～ １ ４ ３ ６ １４０ ２０ １ １ １１ １ ２ １０

１７ ４／２６～ ２ ３ ５ １７１ １９ ２ ８ ８ ９

１８ ５／３～ １ １０ ２２５ ５６ １ １０ ３ ２６ ３

１９ ５／１０～ ３ １４ １８３ ２７ ３ ９ １３ １５ ３

２０ ５／１７～ １ ８ ７ ２３０ ２９ ９ ２５ ３３ ２４

２１ ５／２４～ ４ １４ １６２ ４５ １３ １５ ２８ ３４

２２ ５／３１～ １ ５ １７ １７６ ３２ １２ ９ ５２ ３０ ２

２３ ６／７～ ７ ９ １６６ ３１ ６ １ １１ ７４ ２０ １

２４ ６／１４～ １２ １２ １２８ ３２ １２ ２０ １０９ ２８

２５ ６／２１～ ２ １７ １１２ ２７ １５ １ １１ １ １８１ １８ ２

２６ ６／２８～ １ １６ １０６ １７ ２９ １ １４ ２ ２２９ １３ ２

２７ ７／５～ ９ ８ ７５ ３７ ３７ ３ ２１ ２１４ ３４ １

２８ ７／１２～ ４ ９ １０６ １３ ５５ １ １５ １６８ ２２ １

２９ ７／１９～ １ ４ １４ ７９ ２９ ８９ １４ １１４ ２６

３０ ７／２６～ ２ １１ ８１ ２６ ７８ １４ ２ ４０ ３６

３１ ８／２～ ４ ６ １０１ １９ ８２ １３ １ ２６ ２３

３２ ８／９～ １ １ ５ ７ ９３ ４３ ８９ １６ １ ２６ ２０

３３ ８／１６～ ３ ５ １０ １２ ７６ ２７ ８２ １８ ２０ ２８

３４ ８／２３～ ３ １ １５ ６９ ２９ ６４ １３ １ １８ １１

３５ ８／３０～ １ ３ １０ ８４ ２４ ７９ １ ２５ ８ ２４

３６ ９／６～ １ １１ １１ ８７ ２８ ５９ １７ １ ６ ２５

３７ ９／１３～ ２ １３ ６ １０ ５８ ３１ ４８ １ １７ １ ６ ２４ ３

３８ ９／２０～ ３ ８ ４ １３ ７１ ３２ １５ ９ １ ２ ２３ １

３９ ９／２７～ ３ ６ １ ５ ６７ ２４ ３１ １５ １ ２７

４０ １０／４～ ４ １２ ８６ ２８ ２１ １７ ２ ２４ １

４１ １０／１１～ ４ ５ ２ ４ ８４ ２７ ７ １６ ２ １ ３１ １

４２ １０／１８～ ４ ４ １０ １１３ ２４ １０ ４ １２ １ ３４

４３ １０／２５～ ４ １１ １ １３ １４２ ３２ ７ ２１ １ ３４

４４ １１／１～ ３４ １０ ６ ２６ １２８ ３４ ７ ２ １０ ５４

４５ １１／８～ ２０ １１ ３ １３ １４３ ５４ ７ １ １４ １ ４６

４６ １１／１５～ ８ ４ １３ １７７ ４０ ８ １ １６ １ ６３ １

４７ １１／２２～ ９ ２４ ４ １２ ２３９ ６８ ８ ２ １６ １ ５２

４８ １１／２９～ ８ ４７ ８ ２８ ３０８ ６１ ４ １ ７ ４２ １

４９ １２／６～ ４ ３９ ６ ２２ ３５３ ６０ ４ １ １２ １ ５５

５０ １２／１３～ １ ７７ １ ２０ ３１１ ５２ ２ １ １４ ２ ５９ １

５１ １２／２０～ ７ ７６ １ １２ ２８２ ７９ ２ １ １ ２ ８６

５２ １２／２７～ ２ ８０ １ １０ １６７ ６２ １ ７ ４５

合計 １，４６７ １，６０４ １８５ ６５２ ８，９９７ １，６３９ １，０００ ３３ ７０３ １８ １，４２３ １，４４４ ２ ３１

―６５―



３２．７％，１歳３０．８％，２歳２１．１％，３歳以上１５．４％であ

り，０歳が最も多く２歳以下が全体の約８割を占めてお

り，乳幼児に多い傾向が見られた。

� 咽頭結膜熱

年間報告数は１８５件あり，前年と比較して約３３％減少

し，過去５年間で最も少ない報告数であった。本年は大

きな流行が見られず，０．５件／定点を超えた週が１週あっ

たのみだった。年齢層別報告数では，１歳以下２９．７％，

２～３歳３１．９％，４～５歳２４．３％，６～７歳１０．３％，８

歳以上３．８％であり，５歳以下が約８５％を占めた。

� A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

年間報告数は６５２件あり，前年（９４５件）と比べ約３１％

減少し，過去５年間で最も少ない報告数であった。本疾

患は，冬季および春から初夏にかけて報告数が増加する

とされ，全国ではその傾向が見られたが，本県では低い

水準で推移した。年齢層別報告数では，２～３歳

１６．９％，４～５歳３３．４％，６～７歳２３．８％，８～９歳

８．９％，１０～１４歳７．８％であった。

� 感染性胃腸炎

年間報告数は８，９９７件あり，前年（６，１３７件）の約１．５

倍に増加し，過去５年間では最も多い報告数であった。

本年の前期流行は，前年１２月下旬からの流行を受けて始

まり，第３週（１７．５２件／定点）をピークに減少した。

その後，４月下旬（第１７週頃）からやや増加し始め５月

中旬になだらかなピークとなり，６月下旬～１０月にかけ

ては４件／定点前後で推移した。後期流行では１１月に入

り増加傾向となり，第４９週（１５．３５件／定点）をピーク

とした後減少傾向となった。年齢層別報告数は，０～１

歳２６．５％，２～３歳２５．０％，４～５歳１６．０％，６～７歳

１０．３％であり，乳幼児が多く，前年と同様の傾向が見ら

れた。

� 水痘

年間報告数は１，６３９件あり，前年（１，５１３件）から大き

な変動はなかった。本年の前半は前年より低い値で推移

したが，１１月（第４４週頃）に入り報告数が増加し，第５１

週に最も多い報告数３．４３件／定点となった。年齢層別報

告数では，２～３歳が３７．０％と多く，次いで４～５歳

２６．７％，０～１歳２１．６％となっており，７歳以下の報告

が大部分を占めた。

� 手足口病

年間報告数は１，０００件あり，前年（５４４件）の約２倍に

増加した。本年は，５月上旬（第１９週頃）より報告数が

増加し始め，７月中旬（第２９週）から８月上旬（第３３週）

にピーク（３．８７件／定点）となった後減少傾向となった。

本年の流行のピークは前年（２．３９件／年）の約１．６倍高

い値を示した。年齢層別報告数では，３歳以下が約７５％

と多くを占め，５歳以下が全体の９４％を占めた。

� 伝染性紅斑

年間報告数は３３件あり，前年（３４件）と同様で，過去

５年間で最も少ない報告数であった。本年は，年間を通

じて報告数が０．１７件／定点以下で推移し，前年に引き続

き大きな流行は見られなかった。年齢層別報告数では，

報告数が少ないこともあるが，１４歳以下の年齢において

大きな偏りがなかった。

� 突発性発しん

年間報告数は７０３件あり，前年（６８６件）から大きな変

動はなかった。過去５年間では６８０～８００件で推移してお

り，各年の報告数の差は僅差である。本年の推移は，前

年とほぼ同じで季節的変動は見られなかった。年齢層別

報告数では，１歳以下が９４．９％を占めており，前年と同

様の傾向であった。

	 百日咳

年間報告数は１８件あり，前年（１９件）と同様であった。

年齢層別報告数では，１０～１４歳及び２０歳以上３８．９％と最

も多く，次いで２～３歳が１１．１％であった。前年と比較

すると２０歳以上の割合が増加し，１歳以下の割合が減少

している。


 ヘルパンギーナ

年間報告数は１，４２３件あり，前年（４２９件）の約３．３倍

に増加し，過去５年間では最も多い報告数であった。例

年夏季を中心に多発する疾患であり，本年の流行は５月

中旬から９月にかけて見られ，ピークは６月下旬（第２６

週：９．９６件／定点）であり，過去１０年で比較すると平成

１３年に次いで大きな流行となった。年齢層別報告数で

は，１歳以下２６．８％，２～３歳４０．２％，４～５歳２１．２％，６

歳以上１１．８％であり，５歳以下が約９割を占めた。

� 流行性耳下腺炎

年間報告数は１，４４４件あり，前年（３９９件）より約３．６

倍に増加し，平成１７～１８年の流行後４年ぶりの大きな流

行となった。本年は，年間を通じてほぼ前年を上回って

推移した。１０月（第４０週）以降の増加傾向は１２月になっ

ても続き，第５１週（３．７４件／定点）にピークを示した。

年齢層別報告数では，４～５歳が３４．３％と最も多く，次

いで２～３歳２４．４％，６～７歳２２．０％と，２～７歳が全

体の約８割を占めた。

３ 眼科定点報告対象疾患の動向

急性出血性結膜炎は，平成１８年以降報告がない状況が続い

ていたが，本年は，１月に２件の報告があった。

流行性角結膜炎は，年間報告数が３１件あり，前年（２４件）

から大きな変動はなかった。第１８週，１９週，３７週に０．７５件／
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定点となったが，それ以外の週は０～０．５件／定点で推移した。

４ 基幹定点報告対象疾患の動向

� 週報告対象疾患

細菌性髄膜炎は，年間報告数が１０件と過去１０年間で最

も多い報告数であった。年齢層別報告数では４歳以下２

件，１０～１４歳１件，５０歳代１件，６０歳以上６件であった。

病原体は肺炎桿菌，緑濃菌，インフルエンザ菌が各１件

ずつ検出されている。

無菌性髄膜炎は，年間報告数が２件（２０歳代，６０歳代）

あった。過去５年間の報告数は０～４件で推移している。

マイコプラズマ肺炎は，年間報告数が４３件あり，過去

１０年間で最も多い報告数であった。６月中旬以降報告が

続き，これまでの散発的な報告とは異なった傾向を示し

た。年齢層別報告数では，１～５歳２７．９％，６～９歳

３２．６％，１０～１４歳２５．６％，１５～１９歳９．３％，３０歳代４．７％

であり，その他の年齢層からの報告はなかった。

クラミジア肺炎は，調査以来はじめて１件（３０歳代）

の報告があった。

� 月報告対象疾患（表３）

薬剤耐性菌感染症の総報告数は４７３件あり，前年（３９６

件）より増加した。疾患別ではメチシリン耐性黄色ブド

ウ球菌感染症が大部分を占めている。

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症は，年間報告数

が４３９件あり，前年より増加した。年齢層別報告数では

６０歳以上が全体の８割を占めた。

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症は，年間報告が２３件と

前年（１１件）と比較し約２倍に増加した。年齢層別報告

数では１０歳未満が全体の約７割を占めた。

薬剤耐性緑濃菌感染症は，年間報告数が１１件であり，

前年（７件）より増加した。年齢層別報告数ではすべて

３０歳代以上であり，７０歳以上が全体の約５割を占めた。

５ 性感染症定点報告対象疾患の動向（表４）

性器クラミジアは，年間報告数が１７２件（男性１４８件，女性

２４件）と前年（１４５件）より増加した。年齢別報告数では，３５～

３９歳の年齢層の報告が最も多く，２０歳代，３０歳代の報告が全

体の７２％を占めているが，１０代前半からの報告もあった。

性器ヘルペスウイルス感染症は，年間報告数が９３件（男性

６０件，女性３３件）であり，前年（７７件）より約２０％増加した。

３０～３４歳の年齢層の報告が最も多く，３０歳代で全体の約１／

３を占めた。

尖形コンジローマは，年間報告数が６０件（男性４７件，女性

１３件）であり，前年（４８件）より増加した。１５歳以上の年齢

層から報告があるが，２０歳代，３０歳代の年齢層が全体の約６

割を占めた。

淋菌感染症は，年間報告数が３１件（男性３０件，女性１件）

あり，前年よりやや減少した。年齢層別報告数では，１５～４９

歳で報告があったが，２０歳代の年齢層からの報告が多かった。

� まとめ
平成２２年の感染症発生動向調査に基づく患者発生状況につ

いて，その動向を検討した。

全数疾患では特筆すべき疾患はなかった。

小児科定点報告疾患では，RSウイルス感染症，感染性胃

腸炎，ヘルパンギーナの３疾患で過去５年間において最も多

表３ 基幹定点（月報）報告対象疾患の月別報告数

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌
感染症

ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性緑膿菌
感染症

１月 ４６ １ １

２月 ４９ １ －

３月 ３１ ２ －

４月 ３２ ２ １

５月 ２３ ４ －

６月 ４３ ４ －

７月 ４１ １ ３

８月 ３７ １ １

９月 ３３ － １

１０月 ２８ ３ ３

１１月 ３８ １ １

１２月 ３８ ３ －

合計 ４３９ ２３ １１

前年 ３７８ １１ ７

表４ 性感染症定点報告対象疾患の月別報告数

性器クラミ
ジア感染症

性器ヘルペ
ス感染症

尖形コンジ
ローマ 淋菌感染症

１月 １１ ６ ６ １

２月 １３ ６ － １

３月 １４ １２ １０ ４

４月 １２ ３ ４ ３

５月 ２５ １０ ２ ６

６月 ２２ ６ ５ ２

７月 １３ ７ ８ ２

８月 １１ ７ １０ ３

９月 １６ １６ ４ －

１０月 １０ ７ ６ ２

１１月 ８ ５ ２ １

１２月 １７ ８ ３ ６

合計 １７２ ９３ ６０ ３１

前年 １４５ ７７ ４８ ３７
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い報告数であった。手足口病では前年の２倍の報告数であっ

た。流行性耳下腺炎は，平成１７～１８年の流行後４年ぶりの大

きな流行がみられた。その他の疾患の報告数は前年と比較し

同程度または減少した。

眼科定点報告疾患では，急性出血性結膜炎が平成１８年から

４年ぶりに報告された。流行性角結膜炎は前年と変化がな

かった。

基幹定点報告疾患では，週報告対象疾患の細菌性髄膜炎及

びマイコプラズマ肺炎が過去１０年間でもっとも多い報告数で

あった。また，クラミジア肺炎は調査以来はじめての報告が

あった。月報報告対象疾患である薬剤耐性菌感染症はすべて

の疾患で前年を上回った。

性感染症疾患では，総報告数の約半数を性器クラミジア感

染症が占めた。総報告数は増加傾向で，報告数の多い２０歳

代，３０歳代を中心にさらに啓発を行う必要がある。１０歳代か

らも報告があるため，中学生など若年者に対する予防教育も

重要となる。

今後も引き続きデータの集積を行い感染症の発生動向に注

意していくとともに，迅速かつ適切な情報提供を行っていき

たい。

―６８―
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